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　人ロの動き
一　3月1日現在一

男4，873（一3）
女4，976（一4）
言十　　　9，849　（一7）

世帯数2，343（一1）

　O前月比較
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お
に
ぎ
り
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
る
の
は
、
千
手
小
学
校
の
児
童
た
ち

で
す
。

　
千
手
小
学
校
で
は
、
先
月
二
十
二
日

に
ス
キ
ー
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
午
前
に
は
角
万
寺
ス
キ
ー
場
で
滑
降

を
行
い
ま
し
た
が
、
段
取
り
も
よ
く
十

一
時
前
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
お
昼
も
ち
ょ
つ
と
早
め
に

な
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
中
屋
敷
の

田
原
で
滑
走
が
行
わ
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
い
っ
ぱ
い
蓄
え
、
午
後
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
す
　
　
。

　
こ
の
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
み
ん

な
が
自
分
の
力
を
精
い
っ
ぱ
い
出
し
ま

し
た
。

3月の休日救急医

18日

20日

25日

第二藤巻医院（上野）

富田医院（神明町）
中条病院（中条）

　
　
　

　
　
町

　
　
浦

　
・
栖

定
所
院

予
の
療
医

旬
上
診
堂

月
4
手
誠

　
千
至

　
日
日

　
■
1
8

なだれにご’注意　　　3月9日現在の積雪が420cm

となり・56豪雪の際の同日を50cm上回っています。なだれに

ご注意を！ノ
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議
会
で
審
議
中
の
五
十
九
年
度
予
算

案
は
、
一
般
会
計
の
総
額
が
二
十
七
億

二
千
五
百
万
円
、
地
域
休
養
施
設
を
加

え
た
七
つ
の
特
別
会
計
が
十
二
億
四
千

五
百
三
十
九
万
四
千
円
で
す
。
合
わ
せ

る
と
三
十
九
億
七
千
三
十
九
万
四
干
円

の
規
模
に
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
予
算
よ
り

二
千
七
百
万
円
多
く
、
伸
び
率
は
一
．

○
パ
ー
セ
ン
ト
と
小
幅
で
す
。

　
特
別
会
計
の
ほ
う
は
一
億
六
千
三
百

四
十
五
万
五
千
円
の
増
で
、
一
五
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
す
。

　
予
算
編
成
は
、
第
四
次
総
合
開
発
計

画
や
臨
時
行
財
政
調
査
会
の
答
申
、
事

務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
な
ど
を

受
け
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
事
務

・
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
財
源
を
重

点
的
、
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

　
新
年
度
の
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、

橘
小
学
校
の
改
築
、
農
村
総
合
整
備
モ

会計区分 本年度 前年度 増減率

一般会計 2，725，000 2，698，000 1．0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 478，535 430，302 11．2

国保診療所 90，376 85，787 5．3

へき地出張診療所 20，890 20，534 1．7

老人保険 447，778 401，075 11．6

地域休養施設 69，563 0 皆増
農業共済事業 93，852 90，541 3．7

簡易水道事業 44，400 53，700 △17．3

計 1，245，394 1，081，93g 15．1

合　　　計 3，970，394 3，779，93g 5．0

新
年

△
雰議

生
目報
　
　
　
新
年
度
予
算
案
の
審
議
を
中
心
と
す
る
雄

　
　
議
会
定
例
会
が
、
三
月
五
日
か
ら
二
十
三
［

　
　
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
六
日
に
は
新
年
度
予
算
案
の
町
長
提
案
拙

　
　
り
ま
し
た
。
細
部
に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
・

　
　
採
決
は
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
今
回
は
、
新
年
度
子
算
案
の
大
筋
に
2

　
　
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

度
予
算
案
の

　
　
　
審
議
が
始
ま
る

五
十
九
年
度
予
算
　
　
デ
ル
事
業
、
道
路
新
設
諭

総
額
が
二
十
七
億
　
　
げ
ら
れ
ま
す
。

域
休
養
施
設
を
加
　
　
　
ま
た
、
企
業
誘
致
、
后

計
が
十
二
億
四
千
　
　
仮
称
）
関
連
測
量
調
査
、

円
で
す
。
合
わ
せ
　
　
宅
建
設
資
金
貸
付
、
野
稀

三
十
九
万
四
干
円
　
　
も
予
算
に
盛
り
込
ん
で
h
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よ
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伸
び
率
は
一
．
　
　
千
増

幅
で
す
。
　
　
　
　
位

は
一
億
六
壬
一
百
　
陣
度
雛
畿

寝
一
五
．
、
案
年
繋
器

四
次
総
合
開
発
計
算
前
2
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、
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を
重
各
本
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配
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し
て
行
っ
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険
所
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　　　　　　　　　　　　　（△印：減）

　　主な事業と支出事項
　　　一一般会計予算案の中から（単位：千円）

〔総務費〕》2階事務室改築等工事費5，400

　　　　　1〉橘小学校舎等取りこわし工事費
　　　　　4，500》財政調整基金利子積立金
　　　　　5，100》山野田運動広場造成等工
　　　　　事費5，0001〉町史原稿執筆謝礼

　　　　　5，400》町税関係電算業務委託料

　　　　　4，739
〔民生費〕》社会福祉法人あかね会補助金

　　　　　ll，795〉川西町社会福祉協議会補
　　　　　助金3，200》県障医療費扶助6，270

　　　　　1〉国民年金印紙購買基金繰出金

　　　　　9，000》児童手当18，030
〔衛生費〕》＋日町市川西町衛生施設組合負

　　　　　担金45，846》水道企業会計補助金

　　　　　55，000》老人保健特別会計繰出金
　　　　　23，061〉簡易水道会計繰出金22，㎜

　　　　　》各種検診委託料7，867
〔農林水〉地域休養施設特別会計繰出金
産業費〕10，865》農道維持管理委託料包000

　　　　　1〉県営一般農道整備事業負担金

　　　　　4，090〉水田利用再編対策費5，364

　　　　　》農業構造改善費77，229》農村総
　　　　　合整備事業費122，341）林道開設

　　　　　工事費13，000》造林事業費77，015
〔商工費〕》地方産業育成資金貸付金27，000

　　　　　》同元利償還金12，202》観光費

　　　　　5，341》企業誘致費1，899

信
濃
川
新
橋
（

、
融
・
耐
雪
住

球
場
建
設
な
ど

い
ま
す
。

改
良
な
ど
が
上

第
二
回
町

日
ま
で
の

説
明
が
あ

た
う
え
、

O
い
て
の
み

〔土木費〕》国県道工事負担金ll，700》道路

　　　　　台帳作成委託料5，000》信濃川新

　　　　　橋（仮称）関連測量調査委託料
　　　　　2，0001〉道路補修工事費9，700》

　　　　　道路新設改良費135，956》特四工
　　　　　事費16，740レ道路除雪費88，118

　　　　　》融・耐雪住宅建設資金貸付金

　　　　　10，000
〔消防費〕》＋日町地域広域事務組合負担金

　　　　　95，097
〔教育費〕》住宅購入費18，650〉義務教育費

　　　　　国庫負担教材購入費3，684〉学校

　　　　　建設費（橘小改築関係）214，370

　　　　　》スクールバス運行委託料6，760
　　　　　1〉自動車購入費6，000》野球場建

　　　　　設費8，179

〔災害復旧費〕》農地農業用施設災害復旧費421700

　　　　　1〉公共土木施設災害復旧費31，464

〔公債費〕》元金211，823〉利子169，873

〔諸支出金〕》役場駐車場用地購入費7，000》

　　　　　中子用地購入費88，374〉国有地購

　　　　　入費4，510
※特別職報酬・給料・手当等（603人）76，317

※一般職給料・手当等（163人）573，020
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公
明
党
豪
雪
災
害
対
策
部
が

月1

西
町
の
状
況
を
視
察

　
先
月
二
十
八
日
の
午
後
、
公
明
党
豪

雪
災
害
対
策
部
視
察
団
（
鶴
岡
洋
団
長
）

が
川
西
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
鶴
岡
参
議
院
議
員
、
太
田
淳高原田地内を視察

夫
参
議
院
議
員
、
水
谷
弘
衆
議
院
議
員
、

森
本
晃
司
衆
議
院
議
員
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
二
十
人
ほ
ど
で
し
た
。

　
高
原
田
地
内
の
道
路
除
雪
現
場
や
千

手
の
県
道
の
状
況
を
視
察
し
、
そ
の
後

役
場
の
議
場
で
町
長
を
は
じ
め
町
の
関

係
者
、
議
会
の
雪
害
対
策
特
別
委
員
会

の
方
々
か
ら
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。

　
鶴
岡
団
長
あ
て
の
陳
情
書
の
内
容
は
、

豪
雪
に
よ
る
住
民
の
不
安
を
除
去
し
、

生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
①
特

別
交
付
税
の
増
額
配
分
、
②
町
道
除
排

雪
に
対
す
る
特
別
補
助
制
度
の
確
立
、

③
公
立
文
教
施
設
等
の
整
備
（
特
別
豪

雪
地
帯
の
嚢
量
の
大
幅
契
と
補
助

単
位
の
引
き
上
げ
）
、
④
流
雪
溝
関
連

施
設
の
補
助
対
象
拡
大
と
水
源
確
保
の

た
め
の
財
政
援
助
、
⑤
冬
期
孤
立
部
落

解
消
の
た
め
、
国
県
道
の
早
期
除
雪
、

⑥
除
雪
機
械
の
整
備
促
進
と
更
新
に
雪

寒
補
助
制
度
の
措
置
、
⑦
町
道
の
消
雪

パ
イ
プ
伏
設
の
拡
大
と
国
県
道
の
老
朽

消
雪
パ
イ
プ
施
設
の
更
新
、
⑧
除
雪
経

費
の
所
得
税
雑
損
控
除
全
額
対
象
化
、

⑨
消
雪
遅
延
に
よ
る
春
耕
対
策
、
に
特

別
な
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
鶴
岡
団
長
は
、
　
「
豪
雪
に
よ
る
み
ん

な
の
苦
労
を
衆
議
院
や
参
議
院
の
災
害

対
策
委
員
会
に
訴
え
、
陳
情
事
項
の
実

現
の
た
め
努
力
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
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麗日’鴇纏財政事情の公表
　　　　　　　　昭和騙年12月31日現在

　昭和58年度各会計予算執行状況
　　　　　　　　　　　　（単位：万円）　円

　　　　　　項　目会計区分 予算額 収入済額 収入’ 支出済額 執行巫

一　　般　　会　計 66，597 56，387 84．7 47，999 72．1

馨合翼祉蔭ンタ評 1，706 1，398 81．9 976 57．2

と畜場事業特別会計 2，940 2，409 81．9 1，713 58．3

合　　　　　　　計 71，243 60，194 84．5 50，688 71．1

　円

昭和58年度市町村別負担金状況
　　　　　　　　　　　　（単位：万

　計区分
市町 一般会計 福祉センター

特別会計
と畜場事業
特別会計 合計 構成比

十日町市 29，749 24 597 30，370 49．0

川西町 9，118 19 116 9，253 14．9

津南町 13，419 1，321 223 14，963 24．2

中里村 7，283 21 72 7，376 11．9

合　　計 59，569 1，385 1，008 61，962 100．0

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31

　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

火災・水害・救急車等出動状況
　　　　　　（58．4b1～58b12．

十日町市 川西町 津南町 中里村 合　計

火災水害等
回
3
2

回
1
0

回
1
3

回
4

回
5
9

救急車出動 588 122 185 56 951

計 620 132 198 60 1，010

総合福祉センター・と畜場利用状況
　　　　　　　　　（58㌧4φ1～58b12

十日町市 川西町 津南町 中里村 その他 合　計

福　　祉
センター

人
2
9
4

人
2
3 0
　人
6，879

　人
273

人
1
6
3
　人
7，839

と畜場 　頭3，002 　頭1，435 　頭3，669
頭
9
6 5

頭
5
7
6 　頭9，647

宿　　　ね喚ん「
誕生月には現況届が必要き

　　　　　　｝　　　　1

期限は誕生月の末日

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

一
回
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
「
国

民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
は
、
年
金
を
引
き
続

き
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
い
せ
つ
な
届
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
生
存
の

確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
届
が
で

る
ま
で
年
金
の
支
払
い
は
止
め
ら
れ

ま
す
。

　
現
況
届
の
用
紙
（
は
が
き
）
は
、

誕
生
月
の
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
町
長
の
証

明
を
受
け
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
年
金
を
受
け
始
め
て
か

ら
一
年
に
な
ら
な
い
人
、
年
金
が
支

給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

弘
ー
〈
ー
し
ー

　
D

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
障
害
年
金

　
国
民
年
金
で
は
、
老
後
の
保
障
ば

か
り
で
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

障
害
が
残
っ
た
と
き
は
、
そ
の
初
診

日
前
一
年
以
上
（
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
、
共
済
な
ど
の
年
金
制
度
の
加

入
期
を
合
わ
せ
て
一
年
以
上
で
も
よ

い
）
保
険
料
を
納
め
た
人
は
障
害
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
障
害
の
状
態
に
よ
っ
て

二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

①
一
級
障
害
他
人
の
助
け
を
借
り

な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
自
分
の
用
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
　
七
十
万

三
千
五
百
円

②
二
級
障
害
他
人
の
助
け
を
借
り

る
必
要
は
な
い
が
、
日
常
生
活
は
非

常
に
困
難
な
状
態
　
五
十
六
万
二
千

八
百
円

　
障
害
年
金
は
国
民
年
金
に
加
入
中

の
事
故
に
よ
る
障
害
に
関
す
る
も
の

で
す
が
、
二
十
歳
前
で
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
と
き
に
つ
い
て
も

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
障
害
福
祉

年
金
と
い
い
ま
す
。
一
級
障
害
四
十

三
万
二
千
円
、
二
級
障
害
二
十
八
万

八
千
円
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
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転作

3

　
水
田
利
用
再
編
対
策
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
臼
ご
ろ
格
別
な
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
、
第

三
期
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
第
三
期
対
策
で
は
、
　
「
転
作

定
着
化
の
推
進
」
と
「
他
用
途
利
用
米

の
制
度
化
」
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
重

要
課
題
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
て
新
た

な
課
題
に
向
か
い
、
さ
ら
に
「
集
落
ぐ

る
み
の
集
団
転
作
」
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
、
転
作
の
効
率
的
な
実
施
に
よ
っ

て
農
業
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　川西町の目標面積
059年度転作等目標面積
　　　　　109．9んα

059年産米事前売渡申込限度数量
　　　　うるち米　3，573，420ゐ8

　　　　　　　　（59，557俵）

　　　　もち米　200，580ゐ8
　　　　　　　　　（3，343俵）

（他用途利用米は808俵）

　
川
西
町
の
五
十
九
年
度
転
作
等
目
標

面
積
は
表
の
と
お
り
で
す
。

米
を
め
ぐ
る
情
勢

　
五
十
八
年
産
米
生
産
量
は
、
四
年
連

続
の
不
作
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
五

十
九
米
穀
年
度
の
需
要
量
に
見
合
う
千

五
十
万
ト
ン
程
度
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
米
の
潜
在
生
産
力
は
、
需
要
を
三

百
万
ト
ン
以
上
も
上
回
り
、
今
後
と
も

過
剰
基
調
で
推
移
す
る
と
い
う
状
況
に

は
な
ん
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
米
の

需
給
均
衡
を
図
る
た
め
に
は
、
集
団
転

転
作
大
豆
の
う
ね
た
て

作
等
へ
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
強
化

し
、
需
要
の
動
向
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

米の需給計画
　　　（単位3万玄米トン）

項　　　　　目 数　　　量

1．潜在生産量　　　（A

含醗魯薪用）1塁
1，375
1，040
　　45

4要調整数量
　を　　転作等目標面積）
　　A）一（B）一（C）

　　　　　　　　290
（60万ヘクタール）

5生産予定量（B）＋（C） 1，085

「
集
団
転
作
と
定
着
化
」
を

第
三
期
対
策
町
の
基
本
方
針

　
農
家
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
が
創
意

を
結
集
し
た
推
進
体
制
を
さ
ら
に
強
化

し
、
　
「
集
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と
定

着
化
を
推
進
」
し
て
地
域
農
業
の
再
編

成
と
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
ま
す
。

　
特
に
、
集
団
転
作
地
区
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第

一
種
加
算
制
度
が
活
用
で
き
る
団
地
化

（
連
担
団
地
）
を
推
進
し
、
規
模
の
大

き
い
転
作
中
核
集
団
の
実
現
に
努
め
ま

他
用
途
利
用
米
と
は

　
地
域
に
よ
っ
で
は
転
作
率
が
高
く
こ

れ
以
上
の
転
作
が
不
可
能
、
他
作
物
へ

の
効
率
的
な
栽
培
が
土
地
条
件
等
に
よ

っ
て
困
難
、
加
工
原
材
料
の
輸
入
阻
止

な
ど
を
目
的
に
他
用
途
利
用
米
制
度
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

▽
生
産
面
積
　
川
西
町
は
十
・
四
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
　
転
作
等
目
標
面
積
の
内
数

と
し
て
扱
う

▽
対
象
・
量
　
加
工
原
材
料
（
み
そ
、

　
せ
ん
べ
い
、
穀
粉
等
）
　
米
質
↓
つ

　
る
ち
米
の
み
三
等
ま
で
　
川
西
町
は

四
十
八
・
四
八
ト
ン

▽
政
府
助
成
　
出
荷
量
一
ト
ン
当
た
り

　
七
万
円
（
十
ア
ー
ル
約
三
万
五
千
円
）

▽
農
家
の
手
取
り
額
　
一
俵
当
た
り
約

　
一
万
八
十
円

す
。
　
重
点
作
物
に
は
、
大
豆
（
エ
ン
レ
イ
）
、

飼
料
作
物
（
青
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
、

野
菜
（
加
工
用
ナ
ス
、
シ
ロ
ウ
リ
、
野

沢
菜
な
ど
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

五
＋
九
年
度

町
の
転
作
関
連
補
助
事
業

　
▽
川
西
町
重
点
作
物
奨
励
補
助
金

　
大
豆
、
青
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
野
菜

の
集
団
転
作
を
実
施
し
た
生
産
組
織
に

対
し
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
千
円
以
内

の
補
助
金
を
交
付

▽
転
作
中
核
集
団
育
成
嚢
補
助
金

▽
転
作
作
物
実
証
ほ
設
置
嚢
な
ど
．

第三期対策中の基本面積と59年度転作等目標面積

基本面積
昭和59年度
転作等目標面積

転作率
実際に転作を
要する面積

他用途利用米の

生産できる面積

他用途利用米
生産予定数量

全　　国 60α000肋 600，000肋 21．4％ 544．000痴¢ 56，0004¢ 270，00砿000晦

新潟県 20，820 20，820 12．4 18，877 1，943 10，080，000

川西町 110．5 109．9 9．8 99．5 10．4 48，480
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転作奨励補助金の交付額

　　　　　（単価：10a当たり・円）

．
咤

種類 作物名
基本額 バ　ラ 団地化計 転作定着

④ 転作 画の部分 化該当地

大豆、そば、麦、飼 ④ ④ ④
特定作物 41，000 十 十

料作物 のみ 20，000 10，000

永年性 果樹（ぶどう、りん ④ ④ ④
49，000 十 十

作　　物 ごを除く） のみ 20，000 10，000

たばこ、青刈稲、大

一般作物
豆以外の豆類、養魚

池、水田養魚、林地、
26．0001

④
の
み

④
十
15，000

④
十
10，000

など

野　　菜

この地域で栽培でき

る野菜（れんこん、 21，000

④ ④
十

④
十

くわいを含む） のみ 15，000 10，000

「
緑
の
少
年
団
」

寸力

結
成
さ
れ
ま
す

緑の少年団育成会設立総会

　
団
員
は
上
野
小

　
　
　
五
、
　
六
年
生

　
川
西
町
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら

町
行
分
収
造
林
嚢
暑
手
し
、
す
で

に
三
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
植
栽
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
口
林
率
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に
、
計
画
的
な
造

林
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
六
月
六
日
に
は
、
魚
沼
地
方

（
二
市
三
郡
）
植
樹
祭
が
節
黒
城
跡
で

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
植
林
に
対
す
る
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※管理転作は21，000円、土地改良通年施行は24，000円の基本額

　が交付きれます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
種
内
立
農

作
地
作
で
上
積
物
と
2
落
設
営
て
域
が

転
団
転
上
以
面
作
こ
第
集
が
作
れ
地
分

》
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
・
　
　
　
　
　
●

定着推進第1種加算の要件

化加算の場合

地が完全に地続きで、団地の規模が3ha以

あること。また1ha（仙田地区は0．7ha）

の団地を集めて、団地の面積の合計が転作

の3分の2以上であること。団地内の転作
は原則として2作物以内に統一されている

種転作定着化推進加算要件

内の水田耕作者により、転作営農組合など

立されており、転作田の利用調整または転

農が中核的農家、生産組織等を中心に行わ

いること。

ぐるみの話し合いのもとに、集落内の大部

転作されたこと。などが考えられる。

　
次
代
を
担
う
少
年
か
ら
森
林
の
た
い

せ
つ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
然
に
親

し
み
、
自
然
を
愛
し
、
緑
を
守
る
こ
と

を
自
ら
計
画
し
、
実
行
す
る
組
織
と
し

て
緑
の
少
年
団
が
結
成
さ
れ
ま
す
。

　
先
月
二
十
三
日
、
松
葉
荘
で
緑
の
少

年
団
育
成
会
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
参
集
者
は
、
小
千
谷
林
業
事
務
所
、

十
日
町
森
林
組
合
、
町
長
、
上
野
地
区

議
会
議
員
、
造
林
推
進
協
議
会
、
上
野

地
区
総
代
会
、
上
野
小
学
校
、
同
P
T

A
、
な
ど
の
関
係
者
で
し
た
。
総
会
で

は
、
規
約
や
役
員
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
川
西
町
の
緑
の
少
年
団
は
、
上
野
小

学
校
の
五
、
六
年
生
（
五
十
九
年
度
は

五
十
人
）
が
団
員
と
な
り
ま
す
。
名
称

は
上
野
緑
の
少
年
団
で
す
。
緑
の
少
年

団
は
現
在
県
内
に
十
七
団
体
あ
り
ま
す
。

　　転作達成率

　　　58年度は104．4％
　58年度は、水田利用再編第二期対策の最終年度

でした。県からの配分面積109．7haに対し、転

作等実施面積は116．76ha、転作率は104．4％

になりました。実施農家は949戸でした。農家の

皆さんのご理解、ご協力、関係機関のご指導に感

謝しております。

大豆24．684¢1シロウリ1．63毘、
　　　　　　　　　　；
そ　　　　　　ば　8．05i林　　地　　等　4．88
　　　　　　　　　　『
青刈トウモロコシ　19．14：加　工　用　稲　14．96

　　　　　　　　　　：
イタリアンライグラス16．71：保全管理6．12

ナ　　　ス1．631そ　の　他18．96

主な

転作作物

魚
沼
地
方
で
は
十
日
町
市
の
野
中
緑
の

少
年
団
に
次
ぐ
も
の
で
す
。

　
五
十
九
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
五

月
に
結
団
式
、
六
月
六
日
は
魚
沼
地
方

植
樹
祭
、
八
月
に
キ
ャ
ン
プ
、
十
一
月

に
は
緑
の
少
年
団
祭
り
な
ど
、
多
彩
な

行
事
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
下
刈
り
作
業
な
ど
の
重
労
働
も
あ
り

ま
す
が
、
苦
し
さ
に
打
ち
勝
っ
た
と
き

の
喜
び
は
格
別
で
す
。
自
然
に
溶
け
込

ん
だ
思
い
出
と
自
信
は
、
社
会
へ
出
て

か
ら
の
大
き
な
心
の
糧
と
な
る
で
し
ょ

》
フ
。　

L
P
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
の
事

故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
豪
雪
時
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
事
故

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
（
ボ
ン
ベ
、
配

　
管
、
給
排
気
等
）
に
落
雪
な
ど
の
危

　
険
が
あ
る
か
点
検
し
、
危
険
の
あ
る

　
も
の
に
は
雪
囲
い
な
ど
を
す
る
。

②
ガ
ス
設
備
が
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
場

　
合
は
、
た
だ
ち
に
除
雪
す
る
。

③
ガ
ス
設
備
付
近
の
除
雪
、
雪
下
ろ
し

　
作
業
時
に
は
特
に
注
意
し
、
終
わ
っ

　
た
ら
必
ず
点
検
す
る
こ
と
。

④
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の
取
り
付
け
。

⑤
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に

　
火
を
消
し
、
容
器
元
バ
ル
ブ
を
閉
め
、

　
窓
や
扉
を
開
け
換
気
す
る
こ
と
。

⑥
設
備
の
異
常
は
、
す
ぐ
に
販
売
店
に

　
連
絡
し
、
点
検
し
て
も
ら
う
こ
と
。
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南米訪問記卜“その①

金

　
去
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
念
願
の

南
米
諸
国
を
歴
訪
し
て
来
る
こ
と
が
で

き
た
。
成
田
空
港
か
ら
北
回
り
で
ア
メ

リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ま
で
十
一
時
間

十
分
、
こ
こ
か
ら
メ
キ
シ
コ
上
空
を
南

下
し
て
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
ま
で
七
時

間
四
十
五
分
、
リ
マ
か
ら
ア
ン
デ
ス
を

越
え
て
南
米
大
陸
を
横
断
し
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
ま
で
四
時
間

二
十
分
、
こ
こ
で
中
型
機
に
乗
り
替
え

て
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
コ
ン
ゴ
ニ
ヤ
ス
空
港

ま
で
四
十
分
、
締
め
て
二
万
キ
ロ
の
行

程
を
三
十
時
間
か
か
り
、
丸
一
日
飛
ぴ

続
け
て
現
地
入
り
し
た
。

初
め
て
農
業
移
民
し
た
こ
ろ
は
、
イ

ン
ド
洋
か
ら
太
平
洋
回
り
の
長
い
船
旅

で
四
十
日
か
ら
六
十
日
を
要
し
た
と
い

い
、
そ
の
期
間
は
、
先
に
本
紙
で
紹
介

し
た
「
伊
勢
詣
り
」
の
長
旅
に
も
似
て

　
　
　
　
　
　
　
撫
欝
瀬
》
は
、
こ
の

灘
び
鶴
菰
盤
燃
縫
鑑
蒙
族
獲
灘
繋
の
二

辮
灘
旗
蒲
灘
訪
聞
派
遷
羅
の
　
鍛
と
し

凝
．
■
、
灘
灘
、
諸
燭
蓬
鰹
訪
き
鷺
謙
し
た
。

蒙
拳
縁
縷
楼
鍵
嚢
繋
灘
纏
鱗
糖
礁
の
欝

穂叢

騰
髄
、
蝿
載
き
懸
驚
騨
羅
遷
き
ま

羅
騰
畷
、
幕
摺
、
雛
猷
螺
螺
鍵

懸
糞

　
馨
翻
檬
欝
鍵
滋
萎
灘
ー
饗
護
の
禰
に

．
、
誉
籠
灘
懸
、
難
麟
懸
だ
き
叢
骸
藤
、

う
た
た
今
昔
の
感
が
す
る
。

　
明
治
の
末
に
第
一
次
移
民
が
入
植
し

た
の
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
レ
ジ
ス
ト
ロ

（
現
在
は
市
、
人
口
五
万
人
）
で
、
ド

レ
イ
解
放
後
の
穴
埋
め
に
日
本
か
ら
の

移
民
を
許
可
し
た
と
も
い
わ
れ
、
入
植

者
は
イ
ン
ジ
オ
（
原
地
人
）
の
看
視
の

下
で
そ
れ
は
苦
労
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
時
代
に
赤
谷
か
ら
移
民
し
た
小

川
十
蔵
、
高
橋
広
松
氏
の
消
息
が
い
ま

だ
に
不
明
の
た
め
、
領
事
館
で
調
べ
て

も
ら
っ
た
が
分
か
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
犠
牲
者
の
多
く
は
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
内
の
先
没
者
慰
霊
碑
に
無
縁
仏

と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
南
ア
メ
リ
カ
東
部
の
連

邦
共
和
国
で
、
も
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
で

あ
っ
た
が
、
一
八
ニ
ニ
年
に
独
立
し
八

九
年
に
共
和
国
と
な
っ
た
。
面
積
は
八

百
五
十
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
人

口
は
お
よ
そ
一
億
一
千
万
人
、
コ
ー
ヒ

ー
、
紅
茶
、
ゴ
ム
、
綿
花
、
砂
糖
な
ど

の
農
産
物
が
多
く
、
牧
畜
も
盛
ん
で
あ

る
。
南
半
球
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
使

う
た
だ
一
つ
の
国
で
、
各
国
か
ら
の
移

民
も
多
く
、
日
系
人
は
約
七
十
万
人
を

数
え
て
い
る
。

　
地
球
の
反
対
側
に
、
日
本
と
は
全
く

別
の
、
も
う
一
つ
の
日
本
の
国
が
確
か

に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
国

の
中
に
あ
る
日
系
社
会
で
は
、
日
本
人

が
だ
れ
よ
り
も
優
位
に
立
っ
て
現
地
人

を
指
導
、
雇
用
し
、
使
わ
れ
る
人
た
ち

も
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ー
ズ
の
お
か
げ
で
良
い

職
場
を
得
た
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
繰

り
返
し
て
い
る
。

　
川
西
町
の
出
身
者
も
、
日
本
で
は
想

像
で
き
な
い
よ
う
な
豊
か
で
張
り
の
あ

る
生
活
を
し
て
お
ら
れ
た
。
藤
巻
秀
里
、

ト
キ
ご
夫
妻
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
か
ら

六
十
キ
ロ
離
れ
た
ピ
エ
ダ
ー
デ
の
町
で

二
十
四
町
歩
の
大
果
樹
園
を
経
営
さ
れ
、

中
島
之
男
・
イ
ク
ご
一
家
は
成
人
し
た

春
行
、
直
行
の
若
夫
婦
と
協
同
で
、
藤

巻
家
か
ら
少
し
離
れ
た
バ
ー
デ
ン
グ
ラ

ン
デ
の
町
で
、
四
町
歩
の
菜
園
に
レ
タ

ス
、
花
野
菜
等
を
栽
培
し
て
お
ら
れ
、

共
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
セ
ア
ジ
エ
ッ
ペ
（

市
場
）
へ
出
荷
し
て
人
も
う
ら
や
む
繁

栄
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
丸
山
静
男
ご
夫
妻
は
、
果
樹
園
の
管

理
を
若
夫
婦
に
任
せ
て
今
は
ご
隠
居
の

身
分
と
か
。
魚
市
場
を
経
営
さ
れ
る
星

名
三
郎
ご
夫
妻
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
貴
族

と
ま
で
称
さ
れ
て
優
雅
な
生
活
を
し
て

お
ら
れ
る
。
私
の
弟
国
栄
も
、
レ
ジ
ス

ト
ロ
市
で
従
業
員
三
千
人
（
傘
下
の
生

活
者
一
万
二
千
人
）
を
か
か
え
る
シ
ヤ

ブ
ラ
ー
ス
（
山
本
紅
茶
園
）
の
支
配
人

で
、
妻
の
慶
子
は
小
・
中
・
高
等
学
校

の
コ
ー
ル
・
テ
ナ
ド
ー
ラ
・
ペ
タ
コ
ジ

カ
（
指
導
主
事
）
を
勤
め
て
い
る
。
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住
み
良
い
国

　
弟
夫
婦
の
顔
が
広
く
、
そ
れ
に
、
慶

子
の
一
族
に
実
業
家
が
な
ん
人
か
い
て

く
れ
た
こ
と
か
ら
、
内
外
の
名
士
と
懇

談
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
講
師
に
招
か
れ
た
り
も
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
方
か
ら
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
ご
感
想

は
」
と
聞
か
れ
、
そ
の
際
は
「
ボ
ン
パ

イ
ス
（
良
い
国
）
と
お
答
え
し
た
。

住
み
良
い
国
で
あ
る
。
汗
水
流
し
て

働
か
な
く
て
も
な
ん
と
か
食
っ
て
い
け

る
。
地
震
が
な
い
、
台
風
が
来
な
い
、

雪
が
降
ら
な
い
、
寒
く
も
な
け
れ
ば
暑

過
ぎ
も
し
な
い
、
冬
の
着
物
が
い
ら
な

い
、
慶
弔
の
場
合
で
も
軽
装
で
訪
問
で

き
る
、
徴
兵
が
な
け
れ
ば
戦
争
も
な
く

て
、
ヒ
フ
や
目
や
毛
色
の
違
う
人
種
が

仲
良
く
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
。

　
日
本
と
ア
ベ
コ
ベ
の
事
象
が
多
い
の

は
、
両
国
が
地
球
の
反
対
側
に
位
す
る

た
め
か
。
十
二
時
間
の
時
差
が
昼
と
夜

を
逆
に
さ
せ
、
真
冬
が
真
夏
に
な
り
、

北
風
が
暖
か
く
て
南
風
が
寒
く
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
汗
だ
く
で
や
っ
て
来
、

西
瓜
は
細
長
く
、
桃
は
ミ
ゾ
の
部
分
が

ふ
く
ら
み
、
螢
は
頭
が
光
っ
て
奇
妙
で

あ
る
。
夜
の
空
に
は
プ
リ
ー
ズ
・
マ
リ

ア
が
輝
き
、
神
秘
的
な
ク
ル
ゼ
イ
ロ
・

ド
・
ス
ウ
（
南
十
字
星
）
が
南
を
指
す
。

　
寒
暖
が
日
本
に
共
通
す
る
時
期
も
あ

っ
て
か
、
松
、
モ
ク
レ
ン
、
ホ
オ
、
ネ

ム
、
山
ウ
ル
シ
、
麻
、
シ
ソ
、
ホ
ウ
セ

ン
カ
な
ど
の
野
生
植
物
が
、
日
本
の
そ

れ
よ
り
一
回
り
大
き
く
繁
茂
し
、
ハ
イ

ビ
ス
ヵ
ス
な
ど
の
大
樹
に
大
輪
の
花
が

咲
き
誇
っ
て
、
南
半
球
の
夏
を
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
に
彩
っ
て
い
る
。

　
カ
ブ
ト
虫
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ア
リ
ゴ
は

日
本
の
二
倍
く
ら
い
の
大
き
さ
、
イ
モ

リ
や
カ
ナ
ギ
ッ
チ
ョ
に
は
保
護
色
や
警

戒
色
の
ヤ
ツ
が
多
い
。
ジ
ー
プ
で
山
奥

へ
入
っ
た
と
き
、
一
メ
ー
ト
ル
余
の
ト

カ
ゲ
に
道
を
ふ
さ
が
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
ヘ
ビ
は
一
匹
も
見
な
か
っ
た
。

　
ど
こ
の
町
も
、
毎
日
が
十
七
夜
の
よ

う
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
日
中
は
屋
内

や
木
蔭
で
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
夜
は
外
へ

出
て
夏
を
楽
し
む
。
午
前
雲
蒔
を
過
ぎ

て
も
ま
だ
野
外
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

油
の
し
た
た
る
焼
肉
を
つ
つ
き
、
ピ
ン

ガ
（
地
酒
）
や
セ
ル
ベ
ー
ジ
ャ
（
ビ
ー

ル
）
を
飲
み
な
が
ら
語
り
、
踊
り
明
か

す
の
で
あ
る
。
ネ
オ
ン
の
ま
ば
ゆ
い
遊

戯
場
に
は
一
通
り
の
遊
具
も
そ
ろ
っ
て

い
る
が
、
日
本
の
パ
チ
ン
コ
だ
け
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
ま
じ

め
に
働
く
人
の
姿
も
見
ら
れ
て
遊
ん
で

ば
か
り
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
産
児
制
限
は
ご
法
度
の
国
で
、
子
ど

も
の
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。
親
が
死

ん
で
も
届
け
な
い
家
庭
が
あ
っ
て
、
戸

籍
で
は
百
五
十
才
以
上
の
老
人
も
多
い

と
い
う
。
自
ら
命
を
絶
つ
人
が
罪
悪
視

さ
れ
て
自
殺
者
が
な
く
、
人
口
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
死
刑
制
度

も
な
く
て
、
罪
を
重
ね
る
と
刑
が
加
算

さ
れ
、
徴
役
二
百
七
十
年
で
服
役
中
の

猛
者
も
い
る
と
聞
い
た
。
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車
社
会
と
教
育
と

　
自
動
車
の
所
有
率
は
お
お
む
ね
十
戸

に
一
戸
と
か
。
ワ
ー
ゲ
ン
型
の
乗
用
車

が
半
数
を
占
め
て
国
産
車
が
こ
れ
を
追

う
。
日
本
車
の
姿
は
な
く
、
燃
料
の
国

内
自
給
を
目
ざ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
車
が

幅
を
利
か
せ
て
い
る
。
騒
音
や
排
ガ
ス

の
規
制
が
な
い
の
か
、
す
べ
て
の
車
が

デ
ッ
カ
イ
音
さ
せ
て
我
が
物
顔
に
走
り
、

市
内
に
入
る
と
耳
目
鼻
が
痛
く
な
る
、

信
号
待
ち
の
車
を
ね
ら
っ
て
、
果
物
、

宝
く
じ
、
雑
誌
、
ピ
ー
ナ
ツ
、
酒
類
な

ど
を
売
り
歩
く
少
年
が
目
だ
つ
の
も
ブ

ラ
ジ
ル
な
ら
で
は
の
風
情
か
。
酒
酔
い

運
転
を
目
撃
し
て
も
、
警
察
が
ツ
カ
メ

タ
話
は
一
度
も
聞
か
な
い
と
い
う
。

街
の
要
所
に
、
大
き
な
U
字
管
を
置

い
て
通
せ
ん
ぼ
し
た
よ
う
な
ケ
ー
ブ
ラ
、

モ
ー
ラ
（
こ
わ
す
、
バ
ネ
）
や
、
こ
の

U
字
管
を
埋
め
た
ほ
ど
の
デ
ー
プ
レ
ス
、

ソ
ン
（
低
い
、
く
ぼ
地
）
が
設
け
て
あ

り
、
ど
の
車
も
こ
こ
へ
来
る
と
必
ず
除

行
か
一
時
停
止
す
る
。
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
て
通
過
す
れ
ば
車
を
ガ
リ
ッ
と
や
ら

れ
る
か
、
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
て
大
事

故
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
、
イ
ヤ
で
も

止
ま
ら
な
い
と
自
分
が
損
を
す
る
施
設

で
あ
る
。
み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な

く
て
、
目
に
は
目
を
式
な
知
恵
か
ら
考

案
さ
れ
た
と
い
い
、
高
・
低
の
箇
所
に

は
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
あ
る
。

　
マ
ウ
ロ
氏
（
慶
子
の
義
兄
）
の
別
荘

で
、
日
本
に
関
心
を
持
つ
二
、
三
世
た

ち
と
話
し
合
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
に
教
師

が
大
ぜ
い
い
て
話
題
は
日
本
の
教
育
に

集
中
し
た
が
、
家
庭
や
学
校
内
で
発
生

す
る
暴
力
、
非
行
が
信
じ
ら
れ
な
い
面

持
ち
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
と
っ
く
に

失
わ
れ
た
親
孝
行
や
公
衆
道
徳
の
美
風

が
、
こ
の
国
で
は
り
っ
ぱ
に
生
き
て
い

る
。
　
そ
う
い
え
ば
、
慶
子
も
教
師
で
あ
る

だ
け
に
、
金
子
家
に
お
け
る
二
男
一
女

の
し
つ
け
は
徹
底
し
て
い
た
。
　
「
善
と

　
　
　
　
日
　
系
　
人

　
と
に
か
く
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
日
系

人
が
進
出
、
繁
栄
し
て
い
る
現
実
に
目

を
見
張
っ
た
。
日
本
は
、
か
つ
て
満
州

国
を
建
国
し
て
農
業
移
民
を
送
っ
た
が
、

そ
の
時
は
大
砲
を
背
に
し
た
武
装
入
植

で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
裸
一
貫
で
ブ

ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
日
本
人
が
、
平
和
の

う
ち
に
今
日
の
繁
栄
を
勝
ち
得
た
秘
密

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

悪
の
け
じ
め
を
わ
き
ま
え
、
将
来
、
だ

れ
と
で
も
仲
良
く
生
活
で
き
る
人
間
形

成
」
を
目
標
に
、
満
十
六
歳
に
な
る
ま

で
キ
ビ
シ
ク
教
え
込
む
と
い
い
、
日
常

の
し
つ
け
は
こ
と
ば
ど
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
祖
国
を
思
う

　
　
　
　
　
一
世
た
ち

　
シ
ャ
ブ
ラ
ー
ス
社
長
主
催
の
晩
さ
ん

会
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
商
工
会
議
所
副

会
頭
の
桜
井
正
氏
（
次
期
商
工
大
臣
候

補
）
は
じ
め
百
人
も
の
名
士
が
そ
ろ
う

豪
華
な
宴
で
あ
っ
た
。
私
が
、
南
米
訪

問
団
の
一
員
と
し
て
渡
伯
し
た
こ
と
を

述
べ
る
と
、
桜
井
氏
は
次
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
特
徴
は
、
国
土
が
日

本
の
二
十
三
倍
も
あ
る
ほ
ど
広
く
、
た

く
さ
ん
の
異
民
族
が
平
和
に
暮
ら
し
て

お
り
、
仕
事
を
し
な
い
人
間
が
目
に
つ

き
、
貧
富
の
差
が
激
し
い
、
の
四
点
と

い
え
よ
う
か
。
日
本
政
府
は
、
第
一
次

移
民
を
ど
う
し
て
ヘ
ン
ピ
な
奥
地
に
送

り
込
ん
だ
の
か
。
無
責
任
だ
っ
た
と
い

い
た
い
。
当
初
の
移
民
者
は
悪
疫
や
大

蛇
と
闘
い
な
が
ら
開
拓
を
続
け
た
が
、

苦
労
の
末
に
大
半
が
死
に
、
運
の
良
い

連
中
だ
け
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
て
い
た
お

か
げ
で
生
き
残
っ
た
。
も
し
も
日
本
に

い
た
な
ら
、
私
た
ち
の
年
代
は
み
ん
な

戦
死
し
て
い
た
。
世
界
を
敵
に
し
た
日

本
の
た
め
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
や
国
民

か
ら
迫
害
さ
れ
た
が
、
日
本
に
い
て
死

ぬ
よ
り
は
良
か
っ
た
。
そ
の
日
本
を
、

懐
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

　
シ
ャ
ブ
ラ
ー
ス
の
山
本
周
作
社
長
は

実
父
と
共
に
、
徳
川
以
来
の
名
門
で
あ

っ
た
奈
良
の
商
家
を
捨
て
て
移
民
し
、

紅
茶
一
筋
に
生
き
今
日
を
築
い
た
立

志
伝
中
の
人
で
あ
る
。
こ
の
社
長
が

桜
井
氏
の
話
の
あ
と
を
続
け
る
。

　
「
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
と
分
か
っ

た
と
き
、
オ
ヤ
ジ
が
男
泣
き
し
た
。
そ

れ
を
、
い
わ
ば
二
世
と
も
い
え
る
私
が

見
て
批
判
し
た
ら
エ
ラ
ク
怒
ら
れ
た
。

移
民
送
り
出
し
の
い
き
さ
つ
か
ら
、
日

本
を
必
ず
し
も
良
く
思
っ
て
い
な
い
私

で
も
と
き
ど
き
日
本
へ
行
き
た
く
な
る
．

行
け
ば
行
っ
た
で
懐
か
し
く
、
祖
先
の

墓
参
り
を
し
た
り
知
人
に
会
っ
た
り
で

満
足
し
て
帰
国
す
る
。
や
は
り
、
祖
国

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
」

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
正
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

が
に
ぎ
わ
う
の
と
は
対
象
的
に
ヒ
ッ
ソ

リ
と
、
イ
グ
レ
ー
ジ
ャ
（
教
会
）
で
お

祈
り
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
や
大
正

の
気
骨
を
持
つ
移
民
者
の
多
く
は
、
午

前
九
時
か
ら
開
か
れ
る
四
方
祭
に
孫
た

ち
を
連
れ
て
出
席
し
、
儀
式
を
体
験
さ

せ
、
自
分
も
ま
た
日
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
か
め
て
決
意
を
新
た
に
す
る
。

　
「
日
本
は
戦
争
に
負
け
た
と
い
う
が

私
は
負
け
た
覚
え
が
な
い
」
と
主
張
す

る
人
が
い
た
。
若
い
両
陛
下
の
お
写
真

を
今
な
お
応
接
間
に
掲
げ
る
人
も
あ
り
、

こ
う
し
た
日
系
人
に
接
す
る
と
、
遠
く

離
れ
て
祖
国
を
思
う
者
の
愛
国
心
や
郷

土
愛
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

ゆ
え
に
、
日
本
で
は
消
え
た
四
方
拝
が

ブ
ラ
ジ
ル
に
現
存
す
る
。

ぐ
そ
そ
き
、
そ
《
そ
5
そ
～
そ
多
ζ
，
タ
多
）
、
3
多
k
多
そ
多
ぞ
～
≧
＞
ぐ
書
（
）
ζ
き
妻
多
）
7
～
・
§
≧
5
ぞ
乏
多
さ
ξ
7
亥
黄
γ
、
き
き

繁
栄
す
る
　
　
　
　
「
カ
ネ
ー
コ
、
あ
な
た
は
成
功
者
だ
は
じ
め
列
席
の
各
位
が
、
私
の
疑
問
を
こ
の
湊
を
い
つ
愚
謝
し
、
故
郷
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
に
会
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
上
　
　
次
の
よ
う
に
解
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
　
　
思
い
　
祖
国
の
発
展
を
願
っ
て
い
る
」

ば
か
り
見
な
い
で
下
も
見
な
さ
い
」
と

教
え
て
く
れ
る
人
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

残
飯
を
あ
さ
る
白
系
の
美
少
年
や
、
街

頭
で
物
を
乞
う
黒
人
の
若
い
母
子
は
目

に
つ
い
て
も
、
貧
民
街
を
根
城
に
暮
ら

す
よ
う
な
日
系
人
に
は
一
人
も
会
う
こ

と
が
な
か
っ
た
。

　
一
月
八
日
に
、
全
伯
新
潟
県
人
会
が

私
の
た
め
に
盛
大
な
歓
送
迎
会
を
開
い

く
だ
さ
り
、
席
上
で
、
原
沢
久
夫
会
長

　
「
日
系
人
が
今
日
あ
る
の
は
、
さ
ほ

ど
働
か
な
く
て
も
食
っ
て
い
け
る
条
件

の
整
っ
た
国
へ
入
植
し
て
、
た
え
ず
勤

勉
に
徹
し
た
こ
と
が
第
一
の
理
由
だ
ろ

う
。
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
こ
と
ば
を
覚

え
、
ほ
か
の
民
族
と
も
仲
良
く
交
際
し

て
き
た
者
ほ
ど
良
い
所
に
出
て
い
る
。

そ
れ
に
も
う
一
つ
、
私
た
ち
が
大
き
な

顔
し
て
い
ら
れ
る
の
は
日
本
が
経
済
大

国
と
し
て
栄
え
て
い
る
お
か
げ
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
移
民
資
料
館
に
、

原
始
林
を
切
り
開
い
た
先
人
た
ち
の
資

料
が
年
代
順
に
保
存
、
陳
列
さ
れ
て
い

た
。
歴
史
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
川
西
町
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

こ
の
資
料
館
か
ら
国
つ
く
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
わ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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　59豪雪に見舞われ、今年の冬は

さんざんでした。しかし、明るい

話題もいろいろありました。

　スキーで、小林俊久選手、星名

知彦選手がインタハイと国体の両

方にそろって出場したのも、その

うちの一っです。

　ミひろばミでは、両選手にスポ

ットを当ててみました。

出
稼
ぎ
職
場
訪
問

みんなお元気でした

一★
　
出
稼
ぎ
相
談
員
の
斎
木
定
太
郎
さ
ん

と
、
農
協
、
役
場
の
担
当
者
が
先
月
二

十
二
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、
埼

玉
、
神
奈
川
、
東
京
の
出
稼
ぎ
職
場
七

社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
元
気
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
二
百
人
く
ら
い
の
人
が
出
稼

（十日町高校2年・中島町）

　小林俊久選手

　
第
一
二
士
二
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会

は
、
宮
城
・
鳴
子
ス
キ
ー
場
で
二
月
十

五
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
、
ま
た
第

三
十
九
回
国
体
冬
期
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
は
、
山
形
・
蔵
王
ス
キ
ー
場
で
二
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
上
半
身
を
強
化
し

▽
高
校
ス
キ
ー
全
国
大
会
の
成
績

○
出
場
種
目
　
男
子
1
5
キ
ロ

　
●
タ
イ
ム
　
不
明

　
●
順
　
位
　
2
6
位
（
2
3
6
人
中
）

▽
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
の
成
績

○
出
場
種
目
　
男
子
1
5
キ
ロ

　
●
タ
イ
ム
　
4
5
分
1
4
秒

　
●
順
　
位
2
6
位
（
1
9
0
人
中
）

○
出
場
種
目
男
子
リ
レ
⊥
8
キ
ロ
×
5
人
）

　
●
タ
イ
ム
　
ー
時
間
56
分
O
O
秒

●
順
位
4
位

　
二
つ
の
大
会
で
感
じ
た
こ
と
は
、
青

森
な
ど
の
東
北
勢
、
そ
れ
に
長
野
と
比

べ
る
と
、
パ
ワ
ー
と
気
迫
が
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
登
り
に
向
か
う
と
ス
ト
ッ
ク
・
ワ
ー

ク
が
鈍
り
、
バ
テ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
上
半
身
（
腕
）
が

ま
だ
弱
い
か
ら
で
す
。

　
上
半
身
の
強
化
と
走
り
込
み
を
十
分

に
や
り
、
こ
れ
か
ら
の
大
会
で
よ
い
成

績
を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
プ
に
努
力
し
ま
す

　
イ
ン
タ
ハ
イ
と
国
体
に
初
め
て
出
場

し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ジ
ャ
ン

プ
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
走
り
を
自

分
の
目
で
確
認
で
き
、
自
分
に
必
要
な

も
の
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
大
会
で
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
は
全
国
で
も
通
用
す
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
ジ
ャ
ン

プ
も
全
国
に
通
用
す
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が胤鞭鰯紬軸諮構蜘耀
ぎ
を
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
埼
玉
県
の
サ
ン
ワ
（
農
薬
、

肥
料
製
吐
豪
本
社
）
に
お
勤
め
の
小
白
倉

と
岩
瀬
の
方
々
。

灘
鑑
簸
’

茎

▽
高
校
ス
キ
i
全
国
大
会
の
成
績

○
出
場
種
目
複
合

　
●
順
位
　
前
半
〈
ジ
ャ
ン
プ
〉
5
5
位

　
　
　
　
　
（
64
人
中
）
　
後
半
〈
ク

　
　
　
　
　
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
〉
9
位

　
　
　
　
　
（
64
人
中
）
　
総
合
4
5
位

▽
国
体
ス
キ
ー
競
技
会

○
出
場
種
目
複
合

ス
キ
ー
を

　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ー
な
か
ま
の
家
1

（川西高校2年・沖立）

星名知彦選手

●

順
位

前
半
〈
ジ
ャ
ン
プ
〉
4
0
位

（
48
人
中
）
　
後
半
〈
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
〉
5
位

（
48
人
中
）
　
総
合
2
9
位

頓岬“、

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
不
用
ス
キ
ー
用
具

の
寄
贈
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
”

な
か
ま
た
ち
〃
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
ス
キ
ー
遊
び
を
加
え
、
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ご
好
意

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

川西町の積雪状況　　（単位：㎝）

月　日 59年 58年 57年 56年
2・5 329 125 158 377
2・10 364 170 190 415
2・15 335 230 196 353
2・20 338 186 150 336
2・25 300 192 126 355
2・末日 344 220 140 415

●
，
　
1
　
，
　
0
　
1
　
1
　
書
　
I
　
l
　
l
　
I
　
l
　
－
　
I
　
I
　
陰
　
墜
　
9
　
1
　
9
　
1
　
1
　
1
　
盛
　
9
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
0
　
0
　
1
　
1
　
腰
　
1
　
9
　
1
　
9
　
1
　
0
　
9
　
層

「
う
ま
く
滑
れ
る
か
な
？
」

毒

響
煽
纐

　　臨スー
　　　懸
礁
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『
十
日
町
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
員
』

　
十
日
町
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
は
、

工
作
活
動
を
通
し
て
ア
イ
デ
ア
を
具
体

的
な
作
品
に
仕
上
げ
る
能
力
と
技
術
を

持
っ
た
人
間
を
育
て
よ
う
と
、
十
日
町

市
教
育
委
員
会
が
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
は
全
国
で
五
十

余
り
あ
り
ま
す
が
、
新
潟
県
で
は
こ
の

ク
ラ
ブ
が
最
初
で
す
。
発
明
協
会
（
井

深
大
会
長
）
を
中
心
に
全
国
組
織
を
持

ち
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
募
集
人
数
　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

　　　　　　　　　！　　　　　　揮　　　　発　　力

募
集
中

の
小
学
4
年
か
ら
中
学
3
年
ま
で
の

児
童
．
生
徒
約
八
十
人
八

ま

②
活
動
場
所
　
十
日
町
市
立
理
科
教
育

　
セ
ン
タ
i
（
十
日
町
中
学
校
内
）
魯

　
7
　
5
－
2
3
0
6

③
沽
動
日
　
四
月
か
ら
十
一
月
の
隔
週

　
土
・
日
曜
日
を
原
則
と
し
、
年
間
二

　
十
日
く
ら
い

④活

動
内
容
基
礎
工
作
課
程
、
ア
イ

　
デ
ア
工
作
課
程
、
特
別
活
動
（
作
品

　
展
、
親
子
工
作
教
室
な
ど
）

⑤
参
加
料
　
無
料
（
材
料
費
、
傷
害
保

険
料
は
負
担
）

⑥
指
導
者
　
郡
市
の
小
・
中
学
校
の
先

　
生
、
十
日
町
発
明
協
会
員

⑦
応
募
方
法
　
入
会
申
込
書
は
各
学
校

　
に
あ
り
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
学
校

　
へ
申
し
込
む

◎．

ノ
診
．
◎
σ
零
．
9
．
．
．
θ
鑑
．
ノ
◎
．
σ
艦
。
σ
。
◎
．
θ
g
．
♂
◆
．
σ
の
◎
亀
♂
．
9
艦
．
9
＄
G
σ
竃
G
ご
G
《
．
♂
．
σ
o
。
ご
．
θ
零
◎
♂
．
σ
零
．
ご
．
θ
c
．
σ
・
◆
．
θ
零
．
く
く
く
く
く
く
。
●
◎
・
く
く
く
く
く
ド
・
く
σ
し
く
く
く
く
’

鰻

灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　距離大会

　　小学4年女子

　第7回町民スキー距離大会は、スキー日和に恵まれ

た3月4日に、川西中学校グラウンドで行われました。

　個人競技には285人が出場し、タイムを競い合いま

した。入賞者は次のとおりです。

〉小学3年男子〔1km〕　①山岸智和（干手）431”
②小林正樹（千手）　③高橋貴之（千手）

》小学3年女子〔1km〕　①小林奈奈子（千手）5！41”

②南雲みゆき（千手）　③小川晴美（仙田）

〉小学4年男子〔1km〕　①高橋哲也（千手）4／07”

②柳善信（干手）　③南雲孝幸（千手）

〉小学4年女子〔1km〕　①五十嵐朝子（橘）4／59”

②星名美保（上野）　③丸山裕子（橘）

》小学5年男子〔3km〕　①高橋直樹（千手）11’17”

②田口祐一（上野）　③相崎和行（千手〉

〉小学5年女子〔2km〕　①星野直紀（千手）9／20”

②星名薫（千手）　③滋野律子（橘）

〉小学6年男子〔3km〕　①田村正和（千手）10／32”

②清水享（千手）　③平野正巳（千手）

〉小学6年女子〔2km〕　①田村容子（千手）8／53”

②中村和代（千手）　③高橋身奈（千手）

〉中学男子〔10km〕　①高橋肇17／44”②星名富夫

③窪田稔

〉中学女子〔4km〕　①北村久美子1414”

②南雲千夏　③岩坂恵美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

わ
し
の
　
　
糠
、

　
　
　
　
　
自
一
慢
磁

盛
雛
悉
．
黄
の
“
弟
舞
伽
聯
鐸
嘉
属
勘
奪
マ

「
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」
を

　
　
　
見
て
く
だ
さ
い

　
　
　
霜
条

　
　
　
　
小
海
　
進
さ
ん

　
　
「
珍
ら
し
も
の
好
き
な
ん
で
す
」

と
小
海
さ
ん
は
自
分
の
こ
と
を
評
し

た
。

　
　
「
小
さ
い
と
き
は
絵
遊
び
、
中
学

生
に
な
っ
て
か
ら
は
イ
ン
コ
や
ジ
ュ

ウ
シ
マ
ツ
、
ベ
ニ
ス
ズ
メ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
小
鳥
を
飼
い
、
現
在
は
写

真
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
去
年
“
あ

こ
が
れ
”
と
い
う
写
真
ク
ラ
ブ
を
友

達
十
二
人
と
作
り
ま
し
た
」

　
カ
メ
ラ
は
三
台
も
お
持
ち
で
あ
る
。

　
　
』
凧
が
向
け
ば
そ
っ
ち
の
ほ
う
ば

っ
か
り
に
な
り
ま
す
。
今
は
写
真
で

す
ね
」

　
こ
の
よ
う
に
趣
味
が
多
く
、
い
ず

れ
も
上
手
な

た
め
、
何
を

風類ろ　まかりこ
景がい絵う迷上の
画あろにoつげ欄
’るなも　てよで
人が種い　しう取
　、

「
メ
シ
よ
り
絵
が
好
き
で
す
」

物
画
、
そ
れ
に
似
顔
絵
な
ど
、
な
ん

で
も
こ
な
す
。

　
今
回
は
、
二
年
ほ
ど
前
に
か
い
た

　
『
ス
ペ
ー
ス
・
ス
ラ
ン
プ
』
の
絵
に

焦
点
を
当
て
て
み
た
。
ア
ラ
レ
ち
ゃ

ん
の
ア
ニ
メ
を
参
考
に
か
い
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
「
仕
事
か
ら
帰
り
、
メ
シ
も
ろ
く

す
っ
ぽ
食
べ
な
い
で
、
二
、
三
日
、

十
二
時
ご
ろ
ま
で
か
か
り
ま
し
た
が
、

か
く
の
は
速
い
ん
で
す
よ
」

　
エ
ン
ピ
ツ
で
下
絵
を
か
き
、
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
で
鮮
や
か
に
仕
上
げ
て

あ
る
。

　
「
め
ん
ど
う
な
と
こ
ろ
は
ボ
カ
シ

と
光
と
影
の
部
分
で
し
た
」

　
「
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
な
が
ら
か
く

の
が
好
き
で
、
色
を
ベ
ラ
ベ
ラ
塗
る

と
き
は
、
時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
」

　
べ
7
は
写
真
が
主
体
で
す
が
、
気

が
向
い
た
ら
キ
ャ
ッ
ツ
・
ア
イ
の
ア

ニ
メ
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
」

小
海
さ
ん
は
気
さ
く
に
話
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
と
小
海
さ
ん
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あ
な
た
も

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　
　
反
応
検
査
と
判
定

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
判
定
・

B
C
G
を
次
に
ょ
り
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者

・
五
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

　
の
人

・
陰
性
で
B
C
G
接
種
を
受
け
な
か
っ

　
た
人

善
意
の
献
血
を

　
今
年
も
献
血
車
ゆ
う
あ
い
号
が
県
内

各
地
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
和
伸
管
、
川
西
高
校
か

ら
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
目
標
の
五
百

五
十
四
人
に
対
し
、
八
百
十
人
の
方
か

馨

ら
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
献
血
さ
れ
た

方
に
一
、
二
週
間
ほ
ど
で
献
血
結
果
が

期日 時　　　　間 会　場

4月4日 午後1：00～3：00 克雪センター

5月1日 午前10：00～12：00午後1：00～3：00 総合センター

6月15日 午前10：00～11：50 上野連絡所

〃　　　　〃 午後1：00～3：00 橘出張所
7月20日 午前10：00～12：00午後1：00～3：00 総合センター

9月19日 〃　　　　　　　　　　　　　　　〃
’ノ

10月28日 午前10：00～12：00午後1：00～3：00 川西高校
12月4日 午前10：00～11：50 橘出張所
〃　　　　〃 午後1：00～3：00 上野連絡所

◎ツベルクリン反応検査

期　　日 時　　　　間 会　　　場

4月　9日 午後1：30～2：00 克雪センター

10日 〃　　　　　　　　　〃 母子センター

16日 〃　　　　　　　　　　〃 総合センター

17日 〃　　　　　　　　　〃 橘　出　張　所

17日 午後2：40～3：00 白倉小学校

届
け
ら
れ
ま
す
。

　
献
血
は
人
命
を
救
う
だ
け
で
な
く
、

検
査
結
果
に
よ
り
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
こ
と
も
で
き
、
継
続
し
て
献
血
で

き
れ
ば
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
川
西
町
に
は
別
表
の
日
程
で
ゆ
う
あ

い
号
が
来
ま
す
。
今
冬
の
豪
雪
の
た
め

保
存
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

い
っ
そ
う
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
こ
の
会
場
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

◎ツベルクリン反応判定・B　C　G

期　　日 時　　　　間 会　　　場

4月11日 午後1：30～2：00 克雪センター

12日 〃　　　　　　　　〃 母子センター

18日 〃　　　　　　　　　〃 総合センター

19日 〃　　　　　　　　　〃 橘　出　張　所

19日 午後2：40～3：00 白倉小学校

行
政
相
談
に

　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ

・
と
き
　
3
月
28
日
午
後
1
時
～
3
時

・
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー

・
相
談
員
　
富
井
源
蔵
さ
ん

　
道
路
、
河
川
、
保
険
年
金
、
公
害
な

ど
、
国
の
行
政
関
係
に
つ
い
て
の
苦
情
、

要
望
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

　
　
　
早
期
交
換
を

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用

に
よ
る
道
路
の
損
耗
や
生
活
環
境
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
不
使
用
に
関
す
る

実
施
要
綱
」
を
制
定
し
、
そ
の
趣
旨
の

周
知
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
の
方
は
、
春

先
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
の
必
要
が

な
く
な
る
時
期
に
は
、
た
だ
ち
に
夏
タ

イ
ヤ
に
交
換
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

今年の献血予定

58年度の献血結果

　　　　血
　　　　　　　　者採

　　A型
269人33％　　　　B型　　数

　！献血協力　155人
　　　　　　　　19％　　者　　数

AB型　　　　0型

86人　　229人
・・％　28％／

不適格者

91％
739人

　農業用軽油
　　　免税証の交付

農業用軽油の免税証交付を次の

とおり行います。

［＞交付日時　3月26日（月）　午

　前10時から午後4時まで（昼休
　み中はご遠慮を）

〉交付場所　川西町役場

〉必要書類

①印鑑（共同申請の場合は全員

　　のものが必要）

②免税軽油使用者証（継続申請

　　の場合〉　　　　　　　ζ
③耕作面積証明書（農業委員餐

　　で証明を受ける）　　　　畢

④使用機械の証明書（所有証味

　借用証明）または納品書な甚

　　の写し（カタログ持参）　属

〉その他　申請用紙は十日町財務
　　　　　　　　　　　　　ノ　　事務所にあります。　　　誌
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町行造林

　　　作業班員を募集

　町内の山林地帯で、雑木の伐採

や杉苗の植栽などの作業に従事し

てくださる人を募集します。

①募集人員　男子55人、女子若干

②採用条件

　（1）川西町の住民で健康な人

　（2）男子はチェンソー・刈払機の

　　操作ができる人
　（3）年齢は4月1日現在男子の場

　　合70歳未満

　（4）募集人員を超えた場合は、技

　　術・資格・年齢等を考慮して

　　選考する

③賃金　原則として川西町農業標

　準賃金を基本日額とし、ほかに

　技術・運転等の諸手当を加算す

　る
④期間　昭和59年5月1日から59

　年11月30日までの予定
⑤就業時間　午前8時から午後5

　時10分まで

⑥休日　原則として日曜日

⑦申し込み健康診断書1通、自

　動車運転免許所有者は免許証の

　写し、それに印鑑を持参して、

　産業課林業係へ申し込む

⑧締め切り　3月31日

⑨その他　短期特別雇用保険、労

　働災害適用の制度あり

⑩採用通知　選考のうえ4月21日

　までに各人に通知

　　警察官の募集

　新潟県警察官A（大卒者）の採
用特別試験が次により行われます。

①受験資格　大学既卒者

②受付期間　4月9日～5月10日

③採用予定人員　約25人

④第1次試験　5月20日（日）

　　　　　　新潟中央警察署
⑤第2次試験　6月中旬

⑥採用年月日　59年8月1日

※受験手続きなどは、十日町警察

署か最寄りの駐在所へおたずねく

ださい。

鵠息
善

●

嬢

N

N

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
豪
雪
見
舞
寄
付
金

※
新
潟
相
互
銀
行
（
大
森
広
作
取
締
役

社
長
）
か
ら
五
万
円

※
新
潟
県
信
用
組
合
（
高
橋
正
雄
理
事

長
）
か
ら
三
万
円

※
全
国
町
村
会
か
ら
一
二
万
円

※
県
町
村
会
か
ら
一
二
万
円

※
公
明
党
新
潟
県
本
部
か
ら
二
万
円

”。停電卿噂
今回はありません。
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囎
瀧
、
郵
）
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4
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”
一
グ

模範滑走

川西高校

グラウンド

　
先
月
二
十
五
日
の
午
後
、
川
西
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
小
・
中
学
生
が
百

二
十
人
ほ
ど
集
ま
り
、
川
西
高
校
の
南

雲
先
生
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
部
員
た
ち

を
講
師
に
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
の
技
術
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
学
校
四
年
生
以
上
の

町
内
各
学
校
の
代
表
者
で
、
三
月
四
日

の
町
民
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
す
る
人
が

対象でし

た
。

準
備
体
操
の
後
、
中
学
生
と
小
学
生

の
組
に
分
か
れ
、
パ
ス
カ
ン
グ
の
練
習

に
入
り
ま
し
た
。
パ
ス
カ
ン
グ
走
法
は

距
離
競
技
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
走

法
で
す
。

高
校
生
の
模
範
滑
走
を
見
て
、
ま
ず
、

ス
ト
ッ
ク
な
し
で
走
く
こ
と
か
ら
始
め
、

徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
加
え
ま
す
。
上
体

に
力
を
入
れ
ず
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
キ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
上

体
か
ら
足
の
先
ま
で
が
、
瞬
間
的
で
す

が
一
直
線
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
続
い
て
ス
ト
ッ
ク
・
ワ
ー
ク
に
入
り

ま
し
た
。
腕
は
大
き
く
振
り
ま
す
が
、

肩
よ
り
高
く
は
上
げ
ま
せ
ん
。
前
後
に

腕
を
鋭
く
伸
ば
し
、
最
後
ま
で
押
し
切

る
こ
と
が
コ
ツ
で
す
。
ス
ト
ッ
ク
を
押

し
切
っ
た
と
き
は
力
を
抜
い
て
、
手
を

離
し
た
り
、
握
り
を
緩
め
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
腕
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

足
の
使
い
方
と
し
て
は
、
体
重
を
支

え
る
ほ
う
は
軽
く
ひ
ざ
を
入
れ
、
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
ま
す
。
足
と
足
と
が
交
差

し
た
瞬
間
真
下
に
キ
ッ
ク
し
ま
す
。
キ

ッ
ク
し
た
後
は
胸
を
張
り
ま
す
。

ス
キ
ー
を
滑
ら
せ
る
に
は
腰
の
使
い

方
も
た
い
せ
つ
で
、
腹
部
を
出
す
よ
う

な
気
持
ち
で
腰
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。

コ
ー
ス
か
ら
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

こ
の
後
、
推
進
滑
走
、
ス
ケ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
教
わ
り
、
自
信
を
つ
け
て

町
民
ス
キ
i
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
か
な
り
速
く
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　
雛
灘

　
　
、
畿
畢
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増
え
て
い
る
心
身
症

心
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
③

　
最
近
、
心
身
症
と
い
う
言
葉
を
耳

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
日
ご
ろ
病
気
を
心
の

病
気
と
体
の
病
気
に
分
け
て
考
え
が

ち
で
す
。
医
学
の
領
域
で
も
、
心
の

病
気
は
精
神
科
、
体
の
病
気
は
内
科
、

外
科
、
婦
人
科
等
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
領
域
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
心
の
病
気
に
は
大
な
り

　
　
　
　
小
な
り
体
の
変
化
が
伴
っ

羅霧
　
　
騨

　
　
脚
響

羅
霧

触
曙

て
い
ま
す
。

　
心
身
症
を
分
か
り
や
す

く
い
え
ば
、
精
神
異
常
で

は
な
く
、
心
の
側
に
な
ん

ら
か
の
要
因
が
あ
っ
て
、

体
の
症
状
を
示
す
患
者
に

つ
け
ら
れ
る
病
名
の
総
称

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
胃

ど
も
そ
の
一
部
で
、
ど
ん
な
病
気
に

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
心
身
症
の
患
者
の
特
徴
は
、

ふ
だ
ん
緊
張
人
間
と
い
わ
れ
る
人
が

な
り
や
す
く
、
過
度
に
緊
張
す
る
人

や
何
事
に
も
完
全
主
義
の
人
、
仕
事

の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
の
人
な
ど

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
人
は
働
き
過
ぎ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
気
持
ち
に
も
あ
る
程
度
の

ゆ
と
り
を
持
っ
て
働
き
、
ス
ト
レ
ス

を
発
散
さ
せ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。
　
明
る
い
職
場
関
係
、
円
満
な
家
庭

生
活
、
ス
ポ
ー
ツ
、
十
分
な
睡
眠
、

楽
し
い
趣
昧
な
ど
で
毎
日
の
生
活
を

う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、

心
身
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
自
分
自
身
の
心

や
体
に
な
ん
ら
か
の
不
安
が
あ
っ
た

り
、
家
族
の
だ
れ
か
に
心
配
な
様
子

が
見
ら
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
早
め
に
専

門
家
に
相
談
を
し
て
、
健
康
な
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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や
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茂
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女
　
下
原
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女
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ひ
と
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い
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若
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桂
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昇
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祈
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澤平橋
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七
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蝉
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
星
光

四
十
戸
の
村
の
し
づ
か
に
雪
晴
る
る

ガ
ラ
ス
戸
に
剣
の
ご
と
く
氷
柱
反
り

盆
梅
の
床
に
置
か
る
る
一
慶
事

煙
突
の
煙
吹
き
込
む
吹
雪
か
な

ス
ト
ー
ブ
に
向
い
て
背
中
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

一
慶
事
あ
り
て
分
家
へ
室
の
梅

針
供
養
と
て
一
日
を
和
装
に
て

初
午
の
太
鼓
の
音
も
雪
に
消
え

上
村
　
キ
ヨ
　
下
平
新
田
　
七
四

押
木
　
ク
マ
　
元
　
町
　
　
八
三

星
野
　
ト
ク
　
　
野
　
口
　
　
九
一

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
　
…
…
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
仙
田
地
区
】

○
中
仙
田
・
小
林
政
夫
、
○
室
島
・
佐

藤
敏
兼
、
○
小
脇
・
斎
木
周
次
、
○
高

倉
・
高
橋
幸
一
、
○
藤
沢
・
茂
野
政
栄
・

○
田
戸
・
押
木
モ
ト
、
○
越
ケ
沢
・
川

崎
保
一
、
○
赤
谷
・
小
川
利
芳
、
○
岩

瀬
・
登
坂
六
郎
、
○
大
倉
・
中
條
重
夫
、

○
大
白
倉
・
桐
生
四
方
吉
、
○
小
白
倉

．
田
中
米
三
郎

豪
雪
や
庇
見
下
ろ
す
露
地
の
径

旧
正
の
丈
余
の
雪
に
こ
も
り
を
り

　
　
　
　
三
領
水
品
　
律

春
立
ち
て
よ
り
の
雪
な
お
続
く
な
り

除
雪
車
の
深
雪
に
響
き
通
り
け
り

小
康
の
雪
に
人
待
つ
心
か
な

早
春
の
俄
に
荒
き
空
も
よ
い

子
の
檎
に
置
き
盆
梅
の
日
向
か
な

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
左
木
人

雪
雲
の
動
け
ば
青
き
空
あ
り
し

眠
る
山
従
へ
三
山
凍
て
立
て
り

地
吹
雪
の
信
号
呑
み
し
白
き
闇

豪
雪
に
川
塞
が
れ
て
瀬
音
な
く

　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
葦
宋

二
階
家
の
窓
に
迫
り
て
雪
の
壁
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心
配
ご
と
相
談

．
3
月
1
4
日
・
…
・
…
橘
出
張
所

・
3
月
2
1
日
：
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
3
月
2
8
日
・
…
…
・
総
合
セ
ン
タ
ー

．
4
月
4
日
・
…
…
・
上
野
連
絡
所

・
4
月
11
日
・
…
…
・
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

芽
桜
に
う
そ
来
て
お
り
し
春
立
つ
日

大
雪
の
降
り
積
む
家
の
老
二
人

　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
チ
ヨ
ノ

高
窓
の
光
を
受
け
て
鉢
の
梅

節
分
や
は
し
や
ぐ
子
等
に
鬼
も
い
て

追
灘
豆
打
た
れ
鬼
の
子
あ
わ
て
け
り

　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

春
寒
や
湯
治
の
客
の
荷
の
重
く

部
落
長
神
主
も
し
て
春
祭

　
　
　
　
　
赤
谷
　
小
川
　
秀

節
分
や
園
児
の
列
の
鬼
の
面

僅
か
な
る
日
射
し
盆
梅
雪
に
出
し

　
　
　
　
元
町
上
村
ト
ミ

日
脚
の
ぶ
農
を
継
ぐ
子
に
嫁
き
ま
り

大
庇
よ
り
一
面
の
大
氷
柱


